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平成２９年度 春学期・夏学期開講

日本農業の現状と農業競争力強化
プログラムについて

別所先生からのメッセージ

食料供給、国土保全など私たちにとって重要な機能を持つ我が国の農業ですが、高齢化などでその

基盤の脆弱化が懸念されています。一方で、私たちの食料の将来的な安定確保、食料自給率の向上

等の観点からは、我が国農業の成長産業化が重要かつ喫緊の課題となっています。

農業競争力強化プログラムは、この課題解決に向け、農業者の経営努力では及ばない関連産業の

効率化や輸出などの新たな需要の拡大、農業者が自らの能力・創意工夫を存分に発揮できる環境の

整備等を目的に定められたものです。

今回の講義では、我が国の農業を巡る現状、課題を概観した上で、このプログラムの趣旨や内容を解

説します。私たちの命の源である食料と農業の問題について一緒に考えて見ましょう。

農林水産省農林水産政策研究所長

別所 智博 氏

別所智博先生

昭和56年北海道大学農学部農芸化学科卒

業後、農林水産省入省。

豪州留学（クイーンズランド大学農学修士課

程修了）、新潟県地域農政推進課長、生産

局農業環境対策課長、農業生産支援課長、

総務課長、消費安全局担当審議官等を経て、

平成25年4月から農林水産省における技術政

策のとりまとめ責任者である技術総括審議官

として、新技術の開発・普及対策、原子力災

害対策、食品安全対策等を担当、平成27年

10月より現職。

履修登録の有無にかかわらず、多くの学生、教職員の方の聴講を歓迎いたします


